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自治労の「国際連帯救援カンパ」活動
は、1991年から継続されており、
これまで寄せられたカンパは、難民
救援や児童労働の禁止、奨学金活動、

民主化の推進、労働組合権の獲得などに活用
することを目的に拠出されています。

～SDGs『誰ひとり取り残さない世界』を目指し☆ﾜﾝｺｲﾝの支援活動☆～

1991年の湾岸戦争に端を発する『難民問題』への"緊
急救済カンパ"として、国際連帯救済カンパの取り組みは
スタートし、組合員の皆さんの多大な御支援・御協力を得
て、連合および市民団体、ＮＧＯなどとの連携のもとで、そ
の活用方法（目的）を充実させてまいりました。

さらに今年度は『ミャンマーに民主主義を!!』をテーマに
掲げ、国際連帯救済カンパはより一層幅広い活動を展開
しています。

2021年2月1日に軍事クーデターが発生し、この７ヶ月
の間に「拷問死」も含めて1,051人もの市民が殺害され
ました。7,962人が逮捕され、うち6,313人が未だに未釈
放のままであります。

このほかにも1,984人に逮捕状が出され、教員も含めた約15万人以上の公務員が解雇されるな
ど、避難民は約23万人を超えるとも言われています。その中で、今もなお「公務員」を筆頭にした市民
による『不服従運動（ＣＤＭ）』が続いています。

これまで自治労は、2021年度の国際連帯救済カンパの取り組みにより、ミャンマーの看護師およ
び助産師組合や清掃労働組合の仲間達などへの支援活動、民主化を求めた不服従運動に参加する
労働者の生活支援活動、タイやインドとの国境沿いに避難している人々への人道支援活動として、約
300万円を支出してきました。
しかしながら、ミャンマー国軍による市民への激しい弾圧行為は緩むことはなく、さらには新型コロ

ナウイルス感染拡大が重なり、非常に厳しい状況（現実）が続いています。
市民の多くは、軍に殺されるかも知れない恐怖に怯え、明日の食べ物（食料）が無い中にありなが

ら、長く軍事政権の支配に苦しんできたことへの強い思いからも、決して「自由を諦めず」「民主主義」
を求めて闘いを今も続けています。

〔各職場におけるカンパの実績〕 御支援・御協力 本当に感謝を申し上げます。

職 場 名 昨 年 度 今 年 度

西 部 管 理 セ ン タ ー １１，０００ 円 １１，０００ 円

東 部 管 理 セ ン タ ー ７，９３９ 円 ９，２１６ 円

西部環境エネルギーセンター １１，０００ 円 １０，０００ 円

東部環境エネルギーセンター ３，０００ 円 １，２００ 円

戸 室 新 保 埋 立 場 ５，２５０ 円

本 庁 ８００ 円 ３，３３３ 円

合 計 ３８，９８９ 円 ３４，７４９ 円


